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2. 統計分析 

 資料： 国勢調査公表データ、 

      国勢調査個票データ（2015年） 

 分析の特徴 

   １．個人単位分析 （平山、2008）の手法を導入 

     世帯主ではなく、子個人の状況をみる 

   ２．男女別、年齢別にみる 

   ３．世帯形成者グループとの比較 

     ＝有配偶かつ、続き柄が世帯主または世帯主の配偶者を指す 

 

 具体的な項目 

   １．世帯内単身者グループの規模やその推移 

   ２．住まいや就労状況 
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世帯内単身者 
女性 （右上） 

世帯内単身者 
男性 （左上） 

世帯形成者 
男性 （左下） 

世帯形成者 
女性 （右下） 

2. 統計分析結果  住宅所有の状況 

男女年齢別、住宅所有形態の構成比 （世帯形成者ＧＰとの比較） 

2. 統計分析結果  住宅所有の状況 

男女年齢別、住宅所有形態の構成比 

男性 女性 

（独）統計センターより提供を受けた
平成27年国勢調査の匿名データを
もとに、独自作成 
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2. 統計分析結果  住宅所有の状況 

男女年齢別、住宅所有形態の構成比 世帯内単身者： 年齢によらず、持ち家住まいが８割 
←その多くが、親の持ち家に住む可能性 


